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▲焼却場跡地▲広報委員会研修

▲学力アップへの取り組み

▲特別健診結果説明会  運動

　

６
年
生
と
中
学
３
年
生
の

平
成
21
年
度
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
と
県
学
力
調
査

の
分
析
結
果
は
、
学
力
状
況

で
は
、
小
学
生
で
国
語
・
算

数
・
社
会
・
理
科
は
20
年
度

と
比
較
し
て
2.5
〜
5.4
ポ
イ
ン

ト
正
答
率
が
上
昇
し
て
い
る
。

　

中
学
校
で
は
国
語
・
数

学
・
社
会
・
理
科
・
英
語
す

べ
て
に
お
い
て
0.8
〜
3.1
ポ
イ

ン
ト
低
下
。

　

学
力
向
上
に
向
け
、
各
学

校
で
組
織
的
、
統
一
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

来
年
度
は
、
新
た
に
家
庭

学
習
の
て
び
き
の
発
行
、
町

内
統
一
の
町
独
自
の
学
力
調

査
の
実
施
な
ど
の
計
画
が
立

て
ら
れ
て
い
る
。

　

き
め
細
か
な
学
力
を
把
握

し
、
指
導
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

組
織
機
構
改
革

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置

　

行
財
政
改
革
の
一
環
と
し

て
、
組
織
機
構
改
革
計
画
が

立
て
ら
れ
本
格
的
に
見
直
し

検
討
が
始
ま
っ
た
。

　

第
５
次
総
合
計
画
と
３
町

共
同
電
算
業
務
構
築
に
合
せ

た
組
織
、
部
局
制
な
ど
の
検

討
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

「
行
政
経
営
改
革
実
行

 

計
画
」の
進
捗
状
況

　

職
員
の
適
正
化
計
画
や
保

育
園
の
民
営
化
、
費
用
弁
償

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
見
直
し
が

な
さ
れ
た
。

　

受
益
者
負
担
の
取
り
組
み

歳
入
に
見
合
っ
た
予
算
と
す

べ
き
と
強
く
要
請
し
た
。

医
療
制
度
改
革
と

　
　
　

健
康
づ
く
り

　

特
定
健
診
、
保
健
指
導
に

は
１
２
４
０
万
円
の
経
費
が

か
か
っ
て
い
る
。
住
民
の
健

康
が
維
持
さ
れ
、
結
果
と
し

て
医
療
費
の
削
減
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
を
要
望
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　
　

対
策

　

12
月
１
日
現
在
罹
患
者
数

小
・
中
学
校
合
計
53
人
。

　

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
は
12
月
広
報
に
掲
載
。

接
種
費
用
は
実
費
徴
収
、
生

活
保
護
、
非
課
税
世
帯
は
全

額
免
除
さ
れ
る
。

待
機
児
童
対
策

　

12
月
１
日
現
在
６
園
で
合

計
65
人
。

　

モ
ン
ト
ー
レ
マ
ン
シ
ョ
ン

の
認
可
申
請
保
育
園
、別
府

つ
く
し
保
育
園
の
30
人
定
員

増
、
南
保
育
園
の
特
定
保
育

開
始
で
待
機
児
童
の
解
消
に

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

総
合
福
祉
施
設
シ
ー

メ
イ
ト
、
望
山
荘
の

運
営

　

１
年
間
の
経
費
は
20
年
度

決
算
で
１
億
４
０
０
０
万
円
、

一
方
利
用
料
等
の
収
入
は
、

３
１
０
０
万
円
。

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
軽
減
、

管
理
委
託
の
一
部
見
直
し
を

行
っ
た
。

　

コ
ス
ト
面
だ
け
で
な
く
活

用
の
在
り
方
の
議
論
を
深
め

た
い
。

　

望
山
荘
の
利
用
者
は
少
な

く
な
っ
て
い
る
。

　

施
設
へ
の
新
た
な
投
資
を

せ
ず
有
効
利
用
を
考
え
る
よ

う
要
請
。

　広域的な流域対策、堅坑櫓を活した観光ルート
の研究などの意見が出された。取り組むべきテー
マを協議をしていく。

　

今
回
提
案
さ
れ
る
「
志
免
西
小
学
校

の
分
離
・
新
設
を
求
め
る
」請
願
書
の
審

査
に
つ
い
て
は
、
所
管
の
総
務
文
教
常

任
委
員
会
に
付
託
す
る
こ
と
に
し
た
。

な
お
議
員
全
員
に
よ
る
「
志
免
西
小
の

分
離
新
設
・
増
築
等
調
査
特
別
委
員
会
」

で
、８
ヶ
月
間
調
査
研
究
を
行
っ
て
き
た

経
緯
も
あ
り
、
総
務
文
教
委
員
会
が
、

全
員
に
よ
る
特
別
委
員
会
で
審
査
す
る

旨
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
、
全
員
協

議
会
等
で
協
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

次
に
志
免
町
議
会
基
本
条
例
策
定
に

つ
い
て
は
今
、
素
案
作
成
を
行
な
っ
て

い
る
。

　

11
月
19
日
、
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
、西
日
本
工
業
大
学
名

誉
教
授
北
村
氏
が
委
員
長
、

志
免
五
町
内
会
長
蒲
原
氏
が

副
委
員
長
に
選
任
さ
れ
、
調

査
研
究
が
行
な
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

上
下
水
道
事
業
の
経
営

　

下
水
道
関
連
排
水
管
布
設

替
え
工
事
４
件
の
う
ち
２
件

は
完
了
。

　

水
道
単
独
に
よ
る
配
水
管

布
設
替
え
工
事
は
５
件
う
ち

３
件
は
完
了
。

　

板
付
ハ
イ
ツ
、
同
友
会
団

地
は
給
水
量
が
少
な
い
の
で
、

加
圧
ポ
ン
プ
流
量
調
整
弁
設

置
設
計
を
委
託
し
、
11
月
末

完
了
。

７
月
24
、26
日
の
内
水

対
策
の
現
況

　

被
害
の
大
き
か
っ
た
東
区

町
内
会
で
、緊
急
に
た
め
池
、

側
溝
改
修
な
ど
16
カ
所
を
行

い
、
新
た
に
側
溝
布
設
工
事

を
発
注
し
た
。

 

来
年
度
以
降
も
計
画
的
に

整
備
を
行
う
と
の
こ
と
。

 

し
っ
か
り
議
論
を
深
め
た

い
。医

療
系
廃
棄
物
・
在

宅
医
療
廃
棄
物
混
入

　

広
報
で
分
別
指
導
の
掲
載
、

確
認
で
き
た
病
院
に
個
別
指

導
を
行
っ
て

い
る
。

　

分
別
は
よ

く
な
っ
て
い

る
が
、
宇
美

町
と
10
ポ
イ

ン
ト
の
差
が

あ
る
の
で
、

今
後
も
啓
蒙

啓
発
を
適
時

行
う
よ
う
要

請
。

　ボタ山開発については、今後自然型の開発を基
本とする３町合意の方針を確認。また、委員会の
名称変更の意見も出ており、引き続き検討するこ
ととした。

　11月24日、自治会館にて「町村議会広報研修会」
が開催され参加した。住民に読まれ、親しまれ、
役に立つ議会広報づくりが求められていることな
どを学んだ。

建
設
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚 生 常 任 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会

委員会報告（調査・研究）

町の重要 な課題町の重要 な課題
福岡都市圏広域行政
調査特別委員会

志鉱跡地対策特別委員会

議会広報特別委員会

中
学
校
で
も
授
業
改
善
の
成
果
期
待

健
康
指
導
で
医
療
費
削
減

　

さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
要
望

や
っ
と
焼
却
場
跡
地
整
備
委
員
会

動
き
出
す


